






〔はじめに〕 

白血病に対する化学療法の治療成績は,急性リンパ性白血病では 50%以上,急性骨髄性白血

病でも約 40%の長期寛解が期待されてきている1)。しかしながら,急性リンパ性白血病の再

発例の予後は極めて不良であり,現在のところ,骨髄移植以外に治癒の可能性のある治療法

はない2)。また,急性骨髄性白血病に対しても,HLA適合同胞よりの骨髄移植では約50～70%

の治癒が期待できる3)4)。我国においても,小児科領域での骨髄移植例は年々増加し,その

成績も欧米に匹敵するものとなってきている。このような現状から,骨髄移植を白血病の治

療の中でどこに位置づけるかが問題となってきた。われわれは,現在の治療成績を踏まえた

上での白血病に対する骨髄移植の適応を考察したので,ここに提示する。 


